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雄

蝶

震
災
地
ド産
業
組
合

震
災
地
と
産
業
組
合大

森

健

作

九
月

】
日
勤
鞍
し
た
關
東
地
方
の
大
震
火
災
に
よ
か

て
、
識
者
の
先
づ
第

一
に
頭
を
悩
ま
し
た
も
の
は
金
融

の
硬
塞
で
あ
っ
た
。
.蓋
し

　
國
政
治
の
中
心
で
あ
り
、

金
融
の
中
櫃
で
あ
る
東
京
の
商
業
地
域
が
、
殆
ご
全
減

の
厄
に
會

つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
當
局
者
が
、恥
痛
し
た

の
は
當
然

の
事
で
あ
る
。
共
の
結
果
、
同
月
六
日
支
彿

猶
豫
命
の
獲
布
施
行
ご
な

っ
た
が
、
幸

に
し
て
東
京
市

内

の
罹
災
銀
行
も
漸
次
開
業
執
務
し
、
關
西
諸
銀
行
の

援
助
ご
相
懊

っ
て
秩
序

は
大

に
恢
復
し
.
九
月
三
十
日

を
限
り
託
し
て
支
佛
猶
豫
令
も
撤
磨
さ
れ
、
之
が
謝
策

ε
し
て
日
本
銀
行

の
櫓
災
手
形
再
割
引
、
捲
保
融
通
石

張
万
針
の
豊
明
ご
な
り
、

一
般
金
融
市
場
は
精
々
安
堵
一

の
胸
を
撫

で
下
ろ
し
た
o

斯
く
て
政
府

の
日
銀
に
野
.す
る

一
億
圓
を
限
度
ε
す

る
損
失
補
償
聲
明
ε
、
日
本
銀
行

の
此
等
徹
底
的
貸
出

ビ
に
よ

っ
て
、

一
般
中
央
金
融
制
度
は
燧
か
に
調
整

せ
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、
ら
れ
、
從
來
健
實
な
る
経
管
方
針
を
執

っ
て
居

っ
た
大

商
工
業
者
は
、
此
の
資
金

に
依

っ
て
澁
滞
な
く
取
引
を

…
織
綾
し
得

る
で
め
ら
う
。
上
層
階
級
は
夫
れ
で
宜

し
`

・
し
て
、
倦
罹
災
者
の
大
部
分
を
占
む

る
小
賞
商
業
者
小

…
工
業
者
、
其
他
所
謂
中
下
層
階
級
は
伺
う
な
る
で
あ
ら

;
り
D最

下
層
階
級
の
大
部
分
を
青
む
る
失
業
勢
働
者
の
救

.

濟
に
關
し
て
は
、
政
府
當
局
地
方
自
治
騰
そ
の
他
各
種

.

施
設
の
活
動
が
あ
b
、
或
は
新
聞
紙
の
援
助
、
興
論
の

喚
起

に
弛

む
る
あ
b
て
相
當
世
人
の
注
意
を
引
い
て
居

る
が
、
中
産
階
級
た
る
小
商
工
業
者
の
救
済

に
就

い
て

は
、
吾
人
の
.寡
聞
な
る
、
未
だ
之
を
聞
か
諏
が
、
此
等

商
工
業
者
の
撒
は
、
恐
ら
く
勢
働
者
数

に
比
し
甚
だ
し

き
遜
色
を
見

繊
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
東
京
市
復
興
ε
云

ふ
方
面
よ
り
云
ふ
も
、
決
し
て
等
閑
に
附
す
可
き
事
柄

で
は
あ
る
ま
い
ε
思
ふ
。

從
來
小
質
商
人
は
卸
萱
商

の
掛

費
に

よ
り

資
金
を

…
得

。
小
工
業
家
は
製
造
品
代
償
の
前
擁
に
よ
っ
て
資
金

の
融
通
を
得
て
居

っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
大
部
分
の
卸

商
が
彼
等
自
ら
の
資
金
に
さ
へ
窮
す

る

に

到

っ
た
合

■



ρ

日
、
果

し
て
從
來
通
b

の
商
取
引
を
肯

†

る
で
あ
ら

う

か
。
新
開
紙

の
織
す

る
所

に
よ
れ
ば

、
大
阪

の
卸
質

商

闇

に
め
毒
て
も
現
.金
取
引

が
嚇
付

せ
ら

れ
、
黄
金

の
蠣

験

い
や
ち

こ
」ε
聞
く
。
呪

ん
や
罹
災
節
　に
於
け

る
商

取

引

は
、
想
像

す

る
に
飴
b

が
あ

る
。

元
来

銀
行

は
中
産
以
上

の
階

級

の
金

融
金
剛

で
あ

っ

て
、

小
資
産
者
階
級

に
謝

し
て
は
、
そ

の
借
出

口
は

嚴

重
に
閉

鎖

さ
れ

て
あ

っ
た

の
で
め

る
。
今
回
俄

か
に

日

本

銀
行

が
思

ひ
切

っ
た
貸
出

を
行

つ
陀

ε
し
て
も
、
金

融
引
.締
り

の
昨
今
市
中

銀
行

の
貸
出
資

金

が
從

來

の
瞥

業
圏
を
脱

し
て
、
中

下
層
階
級
、
而

か
も
供
す

可
き
櫓

保

…

物

の
何
物
を

も
有

せ
ざ
る
人

々
に
迄

、
繕

う

べ
し

ε
は

五
口
入

の
夢
想

だ
も
及

ば
ざ

る
所

で
あ
る
。

否
細

っ
て
從

來
銀
行

が
、
三

拝
九

拝
し

て
御
最
負

に
預

っ
て
居

だ
得
.

意
先

ε
雌
も

、
確

實
な

る
撫
保

を
提
供

せ
ざ

る
限
り

は
}

貸

出
を
拒
加配
さ
る

、
で
あ
ら
う
。

之
を

以

て
銀
行

の
冷

酷

を
怨

む
勿

れ
、
銀
行

の
貸

出
は

、
救
助

で
は
な

い

の

で
あ

る
。
如

何

に
救

済
的
貸
出

`
は
云

へ
、
返
済

の
見

込
な

き
も

の
に
謝

し
て
貸
す

は
、
讐
利
携
關

た
る
銀
行

の
敢

へ
て
駕
す

可
き
事

に
非

ざ
る
は
明

か
で
る
る
。

之
.

雑

銀

翼
災
地
ミ
産
業
組
合

れ
日
銀
の
貸
出
擬
張
後
の
今
日
、
爾
商
工
資
金
難

の
聲

を
附

く
所

以

で
あ

る
。
-

勿
論

日
銀
よ
b
は
借
受
な

が
ら

、
織
方

之
を
自

己
の
穴

埋

に
充
當
す

る
如

き

銀
行

も
な

い
ε
は

云

へ
諏
が
。
.

斯
く

の
如

く
銀
行

の
貸

出
は
殆

ん
ご
全
く
、
対
物
信

用

に
依

る
も

の
で
あ

る
か
ら
資
産
家

が

↓
朝

に
し
て
今

次

の
如

き
大

天
災

に
遭
遇

し
、
資
産

を
蕩

羅
し
た
場
合

は
、
銀
行

に
ε
り

て
は
軍

に
路
傍

の
人

に
逼

ぎ
諏
。
ま

し
て
從
來
取

引
關

係
な
く

、
供
す

可
き
何
等

の
櫓
保
品

も
有

せ
ざ

る
小
商

工
業
者

は
、
銀
行

の
ド
ー

ア
の

ハ
ン

ド

ル
さ

へ
握

り
得

源
は
明

か
で
め

る
。
然

る

に
幸

に
も

藪

に
物
的
信

用
を
基
礎

ε
せ
ざ

る
唯

一
の
現
代

的
金
融

.

機
關

が
あ

る
。
信

用
組
合

が
即

ち
之
で

あ
る
。

畠

現
今
我
國
に
於
て
下
山
層
金
融
機
關
ε
租
す
可
き
も
の

少

か
ら
ざ
る
中
に
、
此
の
大
震
火
災
に
よ
り
家
屋
を
蕩

煮
し
た
小
氏

に
資
金
を
供
給
し
、
而

か
も
救
濟
的
色
彩

.

を
帯
は
し
め
}
、
合
理
的
の
貸
付

を
な

し
得
る

も

の

…
が
、
幾
何
あ
る
で
め
ら
う
か
。
以
下
各
種
下
層
金
融
機一

㎝
關

に
就

て
、

そ
の
能
否

を
吟
味

し
て
み
上
ラ
。

第
十
七
巷

〔第
五
號

一
四

七
)

七
四
五



魏

録

震
災
地
ε
産
業
組
合

べ纏

講

殿

蝶

貌
綾
藁

醇
一

機
關
π
る
無
蓋
講
で
あ
る
。
無
講
論
は
そ
の
組
継

の
精

神
た
る
相
互
主
義
上
よ
b
見

る
も
、
封
入
信
用
を
貸
付

方
法
の
基
礎

ξ
す

る
黙
よ
り
見
る
も
、
亦
そ
の
凝
達
の

起
源
が
罹
災
隣
人
の
救
済
手
段
に
利
用
せ
ら
れ
し
に
始

・
れ
る
に
徴
す
る
も
、
罹
災
人
民
の
金
融
機
關
ご
し
て
、

そ
の
使
命
を
完
う
す

る
に
適
す

る
が
、
如
何
に
せ
ん
救

済
を
要
す
る
者
は
、
至
町
民
の
総
て
努
め
り
、
救
済
の

任

に
當
る
可
き
隣
人
は
、
何
人
も
残
存
し
な
い
の
で
、

罹
災
地

に
於
て
講
を
仕
立

っ
る
が
如
き
は
、
思
ひ
も
寄

ら
諏
事
で
あ
る
。

無
生
出
講

の
攣
膿

ε
し
て
管
渠
無
蓋
が
あ
る
。
之
ご
て

加
入
者
の
多
数
が
資
金
を
供
給
し
て
、
始
め
て

一
人

の

加
入
者
か
そ
の
資
金
を
獲
得

し
得

る
も
の
で
あ

っ
て
、

加
入
者

の
総
て
が
何
時
に
費
金
の
供
給
を
受
け
得

る
事

は
、
全
然
不
可
能
の
事
で
あ
る
。
然

る
に
震
災
地

に
於

て
は
総
て
の
人
が
資
金
の
需
要
者
で
あ

っ
て
、
供
給
者

は
皆
無
で
あ
る
。
次
に
質
屋
金
鐘
貸
付
業
者
に
就
て
見

る
に
、
愁
ら
く
両
者
ε
も
罹
災
者
で
あ
っ
て
、
資
金
供

第
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七
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給
の
鯨
裕
あ
る
者
は
あ
る
ま

い
。
幸

に
し
て
損
害
を
冤

れ
て
貸
付
余
力
あ
り
ε
も
、
罹
災
民
は
質
屋
に
賀
州
ε

し
て
供
す
可
き
何
物
を
も
有
せ
漁
で
あ
ら
う
。
金
銭
貸

付
業
者
は
亦
此
際
は
危
険
、
負
撚
人
な
る
が
故
に
、
法
外

の
高
利
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
。
催
合
叉
こ
の
高
利
に

甘

ん
ず

る
ε
し
て
も
、
恐

ら
く
其
の
供
給
は
此
の
大
需

要
の

]
小
部
分
を
も
充
し
得
諏
で
あ
ら
う
。

そ
の
他
郵
便
貯
金
・信
托
曾
肚
・有
償
證
券
割
賦
販
萱

業
者
等
が
あ
る
が
、
之
等
は
大
艦

に
於
て
、
受
信
業
務

を
主

ご
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
際
殆
ご
問
題
ε
、ず

る
に
足
ら
な

い
。
然
ら
ば
罹
災
民
は
そ
の
金
融
を
何
庭

に
求
む
可
き
か
。
吾

々
は
産
業
組
合
を
措

い
て
他

に
適

.

當
の
金
融
機
關
を
見
出
し
得
な

い
の
で
あ
る
。

三

信
用
組
合

は
云
ふ
迄
も
な
く
無
盈
講

ご
同
じ
く
、
相

亘
扶
助
を
以
て
其

の
設
立
の
本
旨

ε
す

る
も
の
で
あ

る

か
ら
、貸
出

の
如
き
も
対
物
信
用
の
み
に
偏
せ
す
、
掛
人

信
用
を
貢
す

る
は
周
知
の
事
實
で
あ
る
。
從
て
各
組
合

多
く
は
信
用
調
査
委
員
を
設
け
て
、
年
数
回
組
合
員
の

信
用
調
査
を
行
ひ
、
信
用
表
な
る
も
の
を
作
製
し
て
之

曹

■



に
基

い
て
各
氏

へ
の
貸
出
を
爲
す

の
で
あ
る
。
而
て
信

ラ

ラ

用
程
度
評
定
の
標
準
は
多
ぐ
は

一
樹
人
信
用
、
二
資
産
、

ラ

ラ

く

く

三
持
分
、
四
組
合
利
用
の
程
度
等
を
各
百
黙
満
黙

に
て

探
黙
し
、
総
黙
数
の
平
均

に
よ
り
て
各
組
合
員

へ
の
最

高
貸
付
額
を
決
す
る
。

一
の
封
入
信
用
は
莫
然

ε
観
察

く

　

し
て
は
探
黙
困
難
な
る
が
故
に
、
イ
義
理
堅
く
約
諾
を

う

く

ラ

重
じ
時
間
を
守
る
事
、

ロ
勤
勉
に
し
て
云
'々

ハ
家
庭
導

う

く

く

稲

黒
共
同
、心
等
の
各
項
を
各

々
廿
五
黙
浦
黙
ε
し
て
深

く
黙
す
る
。
(頁
京
府
土
川
信
用
購
喪
服
質
維
台
規
約
に
よ
ろ
。
)

斯
く
の
如
く
組
合

に
あ
り
て
は
、
組
合
員
の
資
産
信

用
そ
の
他
生
活

一
般
の
状
態
が
、
掌
中

の
玉
を
見
る
如

一
悉
知
せ
ら
れ
、
就
中
昏

人
の
信
用
、行
状
は
最
も
よ
く

割
明
せ
る
が
故
に
、
信
用
を
基
礎
ε
し
て
貸
出
す
場
合

に
は
、
他
の
何
れ
の
金
融
機
關
よ
り
も
合
理
的
に
安
全

に
之
を
決
行
し
得
る
の
で
あ
る
。
元
来
我
國
が
其
の
範

を
執

つ
π
猫
乙
の
ラ
イ
フ
ア
イ
ぜ
ソ
式
国
民
銀
行
は
、
・

殆
ご
物
的
捲
保
能
力
を
顧
慮
せ
す
全
然
勤
人
信
用
に
基

礎
を
置
け
る
に
反
し
、
我
国
で
は
組
合
事
務
の
安
全
を

期

せ
ん
が
た
め
、
右
の
如

き
折
衷
方
法
を
採
用
し
た

の

で
あ
る
。
半
時
に
あ
り
て
、
資
産
を
無
眠
し
、
封
入
信

難

錐

震
災
地
こ
産
業
組
合

用

の
み
に
よ
り
て
貸

付
を
な

さ
ば

、
組
合

の
基
礎
を
危

ふ
す

る
ε
の
非
難

は
見
れ
得
ざ

る
威

で
あ

る
が
、
非

常

時

に
於

け

る
緊
急
策

ざ
し

て
、
現
在

組
合
員

の
資

産

に

拘
泥

せ
季

、
從
來
調

査

せ
る
信
用

の
み

に
依
り

て
貸
出

.
す

も
、
公

益
法
人
た

る
の
本
質

よ
、
恕
す
可

き
も
の
で

は

あ
る
ま

い
か
コ

亦
從
來

の
組
合

の
貸

付
を
生

か
す

が

陀
め
に
も
、
組
合

の
自
厭宮
上

か

、
る
際

の
貸

出
　は
、

當

然

の
事

ε
云

ふ
可

き
で
あ

る
。

新
聞
紙

の
報
ず

る
所

に
よ
れ
ば
、
市
内

に
於
け
る
焼

失

せ
し
産
業
組
合
百

十
六

組

の
損
害
概
算
額

は
、
五

百

六
十

二
萬
圓

に
上
り

、

こ
の
金
額
だ
け

低
利
資

金
の
供

給

を
仰
が

ん
こ
ご
を
東
京
府

組
合

で
可
決

し
た

ε
い
ふ

こ

ε
で
あ

る
。
聯
合
會

の

こ
の
決
議

は

、
極

て
機
宜

に

通

し
セ
所

造

で
あ

る
が
、
更

に
進

ん
で
今
後

の
組
合
貸

付
資
金

の
貸
、下
を
申

請
す

る
事
を
討
議

せ
な

か

つ
だ
事

は
惜

し
む

べ
き

こ
ε
で

め
る
。

〔註
)

大
正
十
年
の
東
京
市
統
計
表
に
よ
れ
ば
市
内
に
瀞
け
ろ
産
業
組
合

五
十
六
ミ
あ
門
、。

又
農
商
務
省
の
産
業
組
合
要
豊
に
よ
れ
ば
、
大
正
入
年
末
東
京
府
の

ゴ

産
業
組
合
鍛
に
、
　日
七
十
五

、
年
末

現
在
貸
出
額

三
八
二
、
六
〇

一

図
に
過
ぎ
槍
か
ら

、
四
年
後

の
今
日
、
十
倍
す

る
ミ
も
府
下
全
組
合

第
十
七
巻
.

(第
五
號

一
四
九
)

七
四

七

.



コ
.

難

鐡

震
災
地
こ
産
業
組
合

の
貸
出
が
三
、
入
二
六
、
O
一
〇
圓
ε
な
り
、
前
記
五
百
六
十
二
萬

圓
よ
り
は
遙
か
に
少
な
い
。
叉
八
年
末
預
金
ご
貸
付
・こ
合
し
て
も

】
-
=
二
〇
、
0
0
0
圓
に
過
ぎ
な
い
。

蓉
葉

組
合
中
央
金
庫

の
籾
米
だ
確
立

せ
ざ

る
今
日

、

面
接

に
貸

下
ぐ
る
は
如
何

ε
思
は

れ

る
が
、
從
來

の

例
.

に
な
ら

ひ
勧
業

銀
行

に
よ
り

て
或
は
欠
農

工
銀
行
を

通

し

て
丁
附
す

る
も
よ
し
、
速

か
に
政
府

は
何
等

か
の
方

法

に
よ
り

て
、
適
宜

の
金

額
脅
同
地
万

組
.合

に
貸

下

ぐ

る
事
が
、
最

も
希
望
す

可

き
刻

下

の
急
務

で
は
あ

る
ま
幽

い
か
。
然
ら

ざ
れ
ば

】
方

に
銀
行
救
済

の
た

め

一
億

の

…

支
出

を
承
認

し
な

が
ら
、
地

方
肚
倉

政
.策
よ

、最

も
緊

要

の
資
金

を
憎

む
は
、
片
手
落

の
甚

し
き
も

の

こ
の
識

を

免

れ
諏
で
あ
ら
う
。
言

ひ
古

る
し
た
諺

で
は
め
る
が

、

富
者

の
萬
燈

は
貧
者

の

一
燈

に
比
す

可
く
、
此

の
際

銀

行
界

に
注
ぐ

】
圓
は

、
下
居
金

融
界

に
ε
b

て
は
教

官

圓

に
も
貴

い
で
あ
ら

う
。
政
府

は
須
ら

く
適
宜

の
方

法

に
よ

り
「
此

の
種
資

金

の
供
給

の
途

を
開

か
ん
事
を

切

呈
し

て
止
ま

鳳
次
第

で
あ

る
。

四

然
も
亦
縢

つ
忙
考

ふ
る

に
、
現
今
都
市

に
於
け

る
謄

第
十
七
巻

(第
五
號

一
五
〇
)

七
四
八

.

業
組
合

の
普
及
は

殆
ご
云

ふ
に
足
ら

論
。
恐

ら
く
罹
災

…
地

に
於
け

る
産
業
組
合
員

は
、
罹
災
民

の

一
小
部
、分
に

…
過

ぎ
な

い
で
あ
ら

う
。
大

正
十

年

の
東

京
市

内
産

業
組

㎝
合
徽

は
五
十

六
、

其

組

合

員
敷

三

一
、
入

↓
○
八
、

.

.之
を
同

市
戸
敷

(外
国
人
為
除
く
)
⊥
ハ
三
七
入
五

九
戸

に
比

せ
ば
、
組

合
員

一
入
當
り
戸
数

二
十
月
半
帥

二
十
戸

の

内
僅

に
組
合
加
入
者

は

一
戸

に
過
ぎ
ざ

る
事

こ
な

る
。

斯

く
て
は
東

京
市
内

に
て
も
約

三
十
五

萬
戸

を
烏

有

に

蹄

せ
し
此

の
際

、
金
融

機
關

ε
し
て
現
存
産
業

組
合
が

罹
災
者

に
貸

出
ず
資
金

は
、
九

牛

の

一
毛

た

る
に
過

ぎ

な

い
で
あ
ら
う
。
勿
論
省

の
罹
災
月
中

に
は
或

は
銀
行

の
貸
出
資
金

に
よ
り
、
或
は

預
金

の
引

出
、
保
陰
金

の
梯

.

戻
、
そ

の
他

の
方

法

に
よ
.り
て
薄
事
業
資

金

を
得

る
者

も
あ
ら

う
が
、
そ
れ
は
全
艦

よ
り
見

れ
ば
、
多

く
て
二
三

割
を
超

え
ま

い
。

そ

こ
で
今
迄

組
合
員

で
な

か

っ
π
者

.
〔勿
論
組
合
員
た
ろ
資
格
な
斗
者

も
少
な
か
ら
ず
あ
ら
ρり
が
)は
各

町

毎

に
或

は
同
業

者

相
互

に

(同
一
町
内
住
居
者
相
互
間
ト
於
て

共
の
性
質
素
肌
炬
熟
知
す
ろ
程
度
よ
り
も
、
同
業
者
間
相
互
に
於
て
の
方

が
却
っ
て
信
用
帆
態
等
も
悉
知
ぜ
ら
れ
て
居
る
で
め
ら
う
)
航
船限
責
任

一
の
産

業
組
合

を
組
織

し
て
、
…勧
業

銀
行
或

は
農

工
銀
行

,



を
通

し
政
府

よ
b
資

金
を
借

入
れ

て
、

組
合
員

へ
の
貸

付
資

金

ε
し
た
ら

よ
か
ら
う

。
勢
働

能
率

が
協
力

に
よ

り
て
増
大

せ
ら

る

、
ε
同
様

、
人
の
信

用

も
叉

連
帯
責

任

に
よ

っ
て
著

る
し
く
重
加
す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
個

人
各

自

で
は
得
難

い
信

用
も
、
組
合

に
よ

軋
ば
容

易

に

得
ら

る

、
も
の
で
あ
る
。
叉
今

回
の
如

き
大
天
災

に
面

し
て
、
無

力

の
人
聞

は
唯
共

同
し

て
以

て
之
に
當

る
よ

b
地

貫
方

法
を
見
出

し
得
ざ

る
こ
ε
は
、
罹
災
地

に
於

け

る
諸
般

の
設
備

に
よ

り
て
も
讃
明
せ
ら

る

、
庭

で
め

る
。
金

融
策
を
講
ず

る
に
も

、
叉
和
衷
協

同
に
依

る
組

合

を
以

て
す

る
よ
り
外

は
な

い
。
藪

に
吾
人

が
組

合
組

織

L⊥
、
我
国

産
業

組
合

の
⊥
八
割
七

分
を
上
H
む
る
有

限
由責

任
制

を
執
ら
す

し

て
、
特

に
無

限
責

任
制
を
探

つ
陀
の

は

、
貧
民

救
済

を
唯

一
目
的

こ
し
て
出
來

π

ラ
イ

フ

ア

イ
ゼ

ン
式

国
民
銀
行

が
、
無
限
責
任

で
あ

っ
た

か
ら

で

ロ

も
わ
る
が
、
更
に
重
要
な
理
由
は
、
何
等
の
基
礎
な
く

経
験
無
き
新
設
組
合
が
、

一
時
に
多
額
の
資
金
を
借
入

ね
ば
な
ら
戯
か
ら
で
あ
る
。
組
合
理
事
の
手
腕
の
程
も

不
明
で
あ
り
、
組
合
員

の
事
業
成
功
の
能
否
も
畳
ぼ

っ

か
な
く
、
且
課

一
貫
の
組
合
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
π
組

雑

録

震
災
地
ε
産
業
組
合

合
に
貸
出
す
の
だ
か
ら
、
政
府
が
組
合
員
に
連
帯
無
限

の
責
任
を
要
求
す
る
で
あ
ら
テ
事
は
、
理

の
當
然
で
あ

る
。
吾
々
が
拗
む
る
迄
も
な
く
、
死
生
を
共
に
し
た
罹

災
氏
諸
君
も
、
亦
進
で
纒
濟
上
の
利
害
を
共
に
し
連
帯

無
限
の
責
任
を

分
撫
し
て
、
各
自
家
業
の
回
復
を
謀

る

で
あ
ら
う
。
.
藪

に
臭
れ
く

も
注
意
す

可

き
は

、
組
合

組
織

の
任

に
當

る
者
が
組
合
員
撰
任
上
の

注

意

で

あ

る
。組
合
員
た
る
可
き
者
は
永
年
東
京
に
仲
居
し
、
且
此

後
も
永
住
す
る
見
込
あ
る
者
、
及
最
近
撒
年
前
の
移
住

着
た
b
ご
も
資
性
勤
勉

に
し
て
引
繙
き
水
位
の
見
込
あ

る
看
た
る
こ
ざ
を
要
す
る
。

,

斯
く
の
如
く
罹
災
地

に
急
遽
組
合
を
組
織
す
る
は
、

極
て
迂
遠
に
し
て
、
且
借
受
人
の
身
元
、
既
設
組
合
に

比
し
不
明
不
確
實
な
る
爲
め
、
貸
出
に
件

ふ
危
険
甚
だ

大
で
あ
る
が
、
非
常

の
場
合
か

、
る
小
謹

に
拘
泥
し
て

諸
々
し
、
購
日
を
濯
延
す
る
は
、
肚
會
政
策
上
よ
b
見

る
も
、
東
京
市
復
興
策
上
よ
り
云
ふ
も
、
甚
だ
策

の
得

た
る
も
の
ご
云
ふ
タ
得
な

い
。文
人
道
上
よ
り
云

へ
ば
、

若

干

の

物

質
上
の
損
失
は
国
民
共
同
に
て
當
然
負
ふ

可
き
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
現
に
割
引
手
形
上
の
損

第
+
七
巻

(第
五
號

」

五

こ

七
四
九



雑

録

資
本
勢
働

こ
賃
勢
働
ぞ」
資
本

警
は
、

一
億
を
限
度
ε
し
て
政
府
が
之
を
負
捲
す
る
で

は
な
い
か
。
非
常
の
際
・し
て
、
計
算
の
基
礎
的
数
字
を

得
難

い
か
ら
、
何
程
に
上
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
假
り

に
前
記
既
設
及
新
設
産
業
組
合
に
復
潜
資
金
を
貸
付
(

る
ε
し
て
も
其
損
害
は
恐
ら
く
手
形
割
引
損
害
の
十

分

の

「
に
も
上
る
ま
い
。
此

の
際
政
府
當
局
は
徒

ら
に
膨

大
な
る
事
業
に
の
み
力
を
注
ぎ
、
虚
名
を
得

る
に
吸
々

セ
る
よ
り
も
、
寧

ろ
退

い
て
巷
間
の
事
情

に
意

を

注

ぎ
.
肚
會
の
中
堅
た
る
中
下
層
階
級
復
蕾

に
助
力
せ
ら

れ
ん
事
を
希
望
し
て
止
ま
ざ
る
次
第
で
あ
る
。

玉

上
に
述

べ
來

っ
π
如
く
産
業
組
合
は
、
罹
災
地
庶
民
.

金
融
機
關
の
唯

一
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
更

に
他
面
斯

る
非
常
時
庶
民
困
窮
の
際
は
、
高
利
貸
の
賑

厩
愈

々
甚

し
く
、
奨
の
害
毒
の
後
世
に
迄
及
ぷ
の
惧
れ

大
で
.あ
る
が
、

こ
の
肚
會
的
寄
生

虫
駆
逐
の

た

め
に

も
、
敏
ぐ
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
凋
逸

に
於
て
ラ

イ
フ
ァ
イ
ぜ

ン
氏
が
組
合
を

組
織
し

だ

第

一
の
目
的

は
、
猶
太
人
の
毒
牙
か
ら
細
民
を
救
は
ん
ご
す
る
に
.あ

っ
惚
。
而
し
て
そ
の
目
的
は
見
事
に
貫
徹
さ
れ
た

の
で

第
+
七
巻

(第
五
號

一
五
二
)

七
五
〇

あ
っ
把
。
此

の
際
罹
災
民
は
政
府

の
援
助
を
籍
り
、
協

同
し
て
之
が
駆
除
に
當
ら
ね
ば
な
ら
臓
。

.
荷
最
後

に

一
吉
す
可
き
は
從
來
我
國
の
産
業
組
合
は

ラ
イ
フ
ァ
イ
ぜ
ン
式

に
偏
し
た
る
た
め
、
農
村

に
便
に

し
て
都
會

に
不
便
な
り
蓬
の
、
非
難
を
屡
々
耳
に
す

る

庭
で
あ

っ
た
が
ま
た
事
實
農
村
に
於
て
は
、
組
合
の
成

続
稿
や
見

る
可
き
も
の
あ
る
に
拘
ら
す
、
都
會

に
於
て

は
殆
ご
産
業
組
合
の
成
績
好
頁
な
る
も
の

、
あ
る
を
聞

か
な

い
。
之
を
好
機
ε
し
て
、
猫
逸
の

シ
ユ
ル
ソ
エ
デ

リ
ッ
チ
式
銀
行
の
組
織
を
加
味
し
て
、
都
市
住
民
の
蓮

.

用

に
便
な
ら
し
め
、
全
国
各
雛
市

に
組
合
を
普
及
せ
し

め
、
唯
に
今
回
の
加
〃き
大
震
火
災
に
「
泥
縄
」
的
の
讃
を

見

る

、
の
み
な
ら
す
、
更

に
商
工
業
金
融

機

關

ε

し

て
、
中
産
階
級
金
融
の
大
動
脈
た
ら
し
め
、
進

ん
で
は

中
産
階
級
を
し
て
資
本
家
階
級

に
劃
抗
競
争

せ
し
む
る

の
基
礎

こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
狙
o

…

葛

彗

一

,
隔'
、是

F㌧
.赴
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、,
、


